
地域研究画像デジタルライブラリにおける
データベース協働構築の実際

パートⅡ エクセルを用いたメタデータ入力

国立民族学博物館 石山俊

第1回 SPARC Japanセミナー2018
「データ利活用ポリシーと研究者・ライブラリアンの役割」

2018/9/19 於：国立情報学研究所



簡単な自己紹介

•専門領域：文化人類学・地域研究

アフロ・ユーラシア乾燥地文化研究(特に農耕を中心とした生業)

チャド、ブルキナファソ、スーダン、アルジェリア(サハラ・

オアシス)、サウジアラビア、ミャンマーなど

「篤農家」をキーワードとした現代日本の農村変容に関する研究

高知、福井、京都など

•地域研究画像デジタルライブラリ・プロジェクトには2017年10月より従事

本日の参加者の中ではもっともデジタルに疎いと自負



地域研究画像デジタルライブラリ(DiPLAS)の受け入れ
案件数と写真枚数 (2016-17年度)

案件番号 枚数 原板種別 エクセル入力 備考

1 7179枚 ネガ/ポジ △ 音声入力(試行中)と併用

2 7626枚 デジタル

3 4860枚 ネガ/ポジ

4 9020枚 ネガ/ポジ ○ 申請者と撮影者(故人)は異なる

5 8587枚 デジタル

案件番号 枚数 原板種別 エクセル入力 備考

1 9909枚 ネガ/ポジ ○

2 4998枚 ネガ/ポジ ○ 申請者と撮影者(故人)は異なる

3 4747枚 ネガ/ポジ ○ 申請者と撮影者は異なる

4 3826枚 ネガ/ポジ

5 1048枚 デジタル 写真提供者2名

6 2076枚 デジタル ○ 写真提供者7名

7 215枚 デジタル

8 472枚 デジタル

2016年度

2017年度

• エクセルを用いるメタデータ入力が、
総案件数のおよそ半数を占める

• 2016年度は3/5件
• 2017年度は4/8件

• おおまかに見ると、デジタル化枚
数が多いアナログ(ネガ/ポジ)案件

におけるエクセル利用率が比較的
高い



エクセルを用いたメタデータ入力

文系研究者のデジタル、データベースに対するハードル？

データベース上での入力に対するプレッシャー？

デジタル化写真の枚数が多い

撮影者が故人である

撮影者がアナログ世代

エクセルによるメタデータ入力の実際の作業から、
現状と課題を提示



事例1：「片倉もとこ「アラブ社会」コレクション」

• 申請者：縄田浩志 秋田大学国際資源学研究科教授

• 研究課題：半世紀に及ぶアラビア半島とサハラ沙漠オアシスの社会的紐帯の変

化に関する実証的研究

• DiPLAS採択年度：2016, 2017年度

• デジタル化枚数：2016年度＝9020枚、2017年度＝4998枚

合計14018枚

• 案件の特徴：1. 申請者と撮影者(故片倉もとこ国立民族学博物館名誉教授)

が異なる

2. 撮影者が故人

• メタデータ入力の進め方：撮影者の元秘書(片倉もとこ記念沙漠文化財団理事)

が中心となって入力作業を進めていく



「片倉もとこ「アラブ社会」コレクション」
メタデータ入力作業の手順①

申請者(研究代表者)がタグ(キーワード)
候補を抽出

タグ・リストを作成

リストを参照して入力作業を進める

デジタル化写真、コンタクトシートを利用



• メタデータ入力者が片倉氏のフィールドノート、メモ等も参照しながら入力

• フィールドノート、メモは一般財団法人片倉もとこ記念沙漠文化財団で保管

「片倉もとこ「アラブ社会」コレクション」メタデータ入力作業の手順②



「片倉もとこ「アラブ社会」コレクション」メタデータ入力作業の手順③

リストに記載がない撮影対象物 申請者と相談しながら必要に応
じてタグ(キーワード)を追加



事例2：「松原正毅ユーラシア遊牧社会コレクション」

•申請者：大野旭 静岡大学人文社会学部教授

•研究課題：ウイグル族・朝鮮族・チワン族の文化大革命に関する実

証

•採択年度：2016、2017年度

• デジタル化枚数：2017年度＝4747枚

•案件の特徴：申請者と撮影者(松原正毅国立民族学博物館名誉

教授)が異なる

• メタデータ入力の進め方：撮影者と入力補助者による作業



「松原正毅ユーラシア遊牧社会コレクション」メタデータ入力作業①
キーワード抽出のための試行

当初のタグ(キーワード候補)
大野氏作成

実際の入力作業を進める中で出てきたキーワード



「松原正毅ユーラシア遊牧社会コレクション」メタデータ入力作業②
入力作業完了後にキーワードを整理する方針とし、まずはメタデータ入力を完了させる



「松原正毅ユーラシア遊牧社会コレクション」メタデータ入力作業③
入力作業の様子



「松原正毅ユーラシア遊牧社会コレクション」メタデータ入力作業④
予想していなかった副次的成果

• DiPLASプロジェクトの主目的

は、科研研究への支援であ
るが、予想外の成果も生ま
れつつある

• 名誉教授と学生の間の研究
コミュニケーション



まとめと課題

• データベース上の作業にせよ、エクセルでの作業にせよ、膨大な数の写真のメ

タデータ付与作業に対するプレッシャーがかかるのではないか？

• そのプレッシャーを和らげ、作業を進めていくための支援とは？

• メタデータ入力開始前に構築された、タグ(キーワード)リストの更新・改善作業の

問題

• 上記の課題は地域研究画像を扱う上での固有の問題なのか？

• 地域研究者は地域と「じっくり」付き合う。地域研究画像に関してはどのようなス

タンスをとりうるか？



ご静聴ありがとうございました

サウジアラビア、ファーディー・ファーティマ地域の農地景観の変化

1970年(撮影：片倉もとこ ©国立民族学博物館) 2018年


